


農業者をサポートするＪＡの取り組み

女性農業者の現況

地 域の農と食をつなぐ「女性部」

地域で活躍する女性農業者

　ＪＡあつぎでは、農業者をサポートするため、学びやつな
がり作りの場の提供、働きやすい環境づくりに向けた事業
や取り組みを行っています。これらは、将来の担い手として
重要な女性農業者が農業に参画しやすくなることにもつな
がっています。ここでは、取り組みの一部をご紹介します。

　地域農業の活性化には、食の推進も重要となります。JAには、
食や農、暮らしに関心のある女性が集まって活動する「女性部」
という組織があります。取り組みでは、食農教育や地産地消の
推進につながる取り組み、料理や手芸、スポーツ、高齢者福祉
など、幅広い活動に取り組んでいます。ここでは、地域の農と食
をつなぐ「女性部」の活動を一部ご紹介します。

　一方、農林業センサスを活用した分析結果か
ら、農業に年間150日以上従事している女性農業
者数を見ると、平成27年に15～59歳であった従
事者数に対し、5歳加えた令和2年の20～64歳の
従事者数は約1万人増加しています。全体の増減
に占める割合は低いものの、比較的若い世代の
女性の活躍には明るい兆しが見え始めています。

　令和6年における国内の基幹的農業従事者
数は114万4,000人で、そのうち女性は43万
1,000人と、全体の38.7％を占めています。女性
が重要な担い手であることに変わりはありま
せんが、直近5年間の動きを見てみると、占める
割合は減少傾向にあります。

農業の相談窓口を一本化し、新規就農者などの支援
体制を強化するため、厚木市・厚木市農業委員会・ＪＡ
の３者で開設する「厚木市都市農業支援センター」。
それぞれの専門性を生かしながら、地域農業の振興
に向けてさまざまな取り組みを行っています。

　ＪＡあつぎは、地域住民に農業学習の場を提供しようと、平成
19年から「農業塾」を開講しています。開講から令和7年度までの
卒業生は665人にのぼり、174人の女性の方が受講しています。
　カリキュラムでは、農業における基礎知識をはじめ、野菜の
栽培方法や農業機械の操作方法など、講義や実習を交えな
がら約半年間をかけて習得を図ります。

　ＪＡあつぎ女性部の有志で構成される「ゆめみ隊」は、子育て支援活動
や、福祉施設への訪問など、ＪＡと地域をつなぐ活動を行っています。
　活動は、紙芝居や手遊び、歌遊び、バルーンアートと多岐に渡り
ます。食と農をテーマに手作りした紙
芝居「ありがと。とん吉」や「すごい
ぞ！ダイズレンジャー」は、食と農のつ
ながりや、命の大切さを分かりやすく
表現し、若い親子世代が共に学べる
内容として好評を博しています。

■ 工夫を凝らしながら日々奮闘■ 工夫を凝らしながら日々奮闘■ 工夫を凝らしながら日々奮闘
　農業では、力仕事や同姿勢での作業が多いため、農業機械を
活用し、労力・身体的な負担軽減につなげています。併せて、
連作障害防止に努めることで、病害の発生も少なくなり、労力
も減らすことができています。
　燃油や資材の高騰、猛暑などの環境変化に対する作業の増加
など、課題が多い中でも、手塩にかけて作った農産物を納得
した価格で手に取ってくれる人がいることに感謝しています。
将来的には、主食である米の生産もしていきたいです。

■ 農業という新たな分野への挑戦■ 農業という新たな分野への挑戦■ 農業という新たな分野への挑戦
　代々続く農地を守ろうと6年前に建築業から転身し、農業を
始めました。現在は、露地野菜を中心に年間約25種類の作物を
生産しています。農業の知識や技術はJAの農業塾で学んだほ
か、近隣農家との交流も図り、栽培に関する意見交換なども
行っています。農業は、人が生きていく中で不可欠な「食」を生産
する大切なもの。苦労も多いですが、都度異なる環境や条件な
ど、変化に対して毎回違ったチャレンジができる部分も楽しみ
であり、やりがいも感じます。

■ アイデアを生かし農業を身近に■ アイデアを生かし農業を身近に■ アイデアを生かし農業を身近に
　直売所では、親しみやすいイラストや料理の写真、レシピな
どを盛り込んだオリジナルのPOPを作成し、販売しています。
また、SNSを活用し、小まめに出荷状況を発信するなど、消費者
の方に手に取ってもらうための工夫を行っています。
　この他、農業を充実させ、自身も生き生きと活動するため
には、体の仕組みを理解し、トレーニングやケアすることも重要
だと考えています。今後も、消費者の期待に応えられる農産物
を作り、花や緑の生産も増やしていきたいです。

■ 育てる楽しさに出会い就農■ 育てる楽しさに出会い就農■ 育てる楽しさに出会い就農
　嫁ぎ先の祖母が行っていた畑仕事を手伝う中で、作物を育て
る楽しさに魅了され、3年前に就農しました。現在は、子育て
や家事と両立しながら、年間約25種類の露地野菜に加え、ミ
モザやジニアなどの切り花栽培にも取り組んでいます。農業
は、収穫というゴールに向かって工程を考え、一つ一つ積み重ね
ていける見通しの明るい前向きな仕事だと感じています。また、
直売所や飲食店へ出荷を行っているため、反響が直接伝わって
くることがモチベーションややりがいにつながっています。

　ＪＡあつぎ女性部の有志で構成される
「サザエ会」は、地域の伝統的な生活文化
の継承や地場農畜産物のPR、地産地消
の推進に向け、オリジナルレシピの考案
や講習会の講師などを努めています。
　現在は100品のレシピを目標にアイデアを
出し合い、料理コンテストにも度 入々賞してい
ます。併せてレシピ集なども作成し、直売所に
配架することで、生産者と消費者をつなぎ、地
場農畜産物の消費拡大にもつなげています。

農作業の効率化へ「農業機械レンタル事業」
　ＪＡあつぎは、農作業の効率化と労力軽減に向け「農業機械レンタル事業」
に取り組み、生産者のサポートにつなげています。平成27年の開始以来、
貸出件数は約3,000件にのぼります。
　同事業は、年間を通じて利用期間が限られる農業機械の購入コストを
削減することで新規就農者などの担い手支援につなげるほか、耕作放棄
地・遊休農地の未然防止に向けて開始。トラクターやマルチャー、自走式
掘り取り機など、計19種類が利用できます。
　手厚いサポートで生産者を後押ししているのが、レンタル料金の割引制
度。新規就農者や耕作放棄地解消の支援として、レンタル料金が減額とな
ります。
　農業は、力を伴う仕事も多く、女性農業者にとっても負担になることがあり
ます。農業機械を活用することで、身体的負担を減らし、作業効率も上がる
など、働きやすい環境整備にも同事業は寄与しています。

年間で農業に従事した日数と年齢階層別に見た女性農業従事者の増減数年間で農業に従事した日数と年齢階層別に見た女性農業従事者の増減数
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厚木市水引2-9-2 JAあつぎ本所2階 指導販売部内
TEL：221-5511　8時30分～17時
 ※土・日・祝日、年末年始（12/31～1/3）は除く

組織文化部（担当：生活ふれあい課）
TEL：221-6881

お問い合わせ

厚木市都市農業支 援センター
女性部ふれあい体験は、女性部に
仮入部できる制度。料理や手芸、運動
など、気になる講習会や活動に参加
することができます。JAあつぎ管内
に在住の成人女性であれば、どなた
でも申し込みが可能です。心豊かな生活や地域の活性化に向け、
一緒に活動しましょう。詳しくは、問い合わせ先までご連絡ください。

Let�
s仮入部！

Let�
s仮入部！

女性部ふれあい体験

農業学習の場「農業塾」

ボランティアグループ「ゆめみ隊」

食と農を考える会「サザエ会」

農林業の生産構造や就業構造、農山村地域における土地資源など、農林業・農山村の基本構造の実態
とその変化を把握するために5年ごとに行われる全国調査です。調査結果を基に統計が作成され、農
林業施策の企画・立案・推進のための基礎資料となっています。

農林業センサスとは？

65歳未満の農業に
150日以上従事している
女性農業者数は

10,253人増加

お問い合わせ

【  主 な取り組み  】
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（参考）農林水産省ホームページ 「トピックス3 女性活躍の推進」より抜粋
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